
　　　　　　　　　　岡山市東山斎場火葬炉セラミックス貼替修繕    仕　様　書
章 　　項　　目 　　　　　　　　　　　　　　　仕　様　事　項

共通事項 １．受注者は設計図書へ記載事項以外は、火葬炉の機能・性能を損なわないことを第一に考え、その都度監督員と協議すること。
1

　　なお、写真管理において従来の写真管理に加え、電子媒体（デジタルカメラ）の使用による工事写真の提出ができるものとす
るが、機能、精度等詳細については監督員の指示によること。

２．廃棄物の処理について
各種法令に則り、適切に処分すること。

３．斎場業務との調整
　　　修繕にあたっては、監督員、斎場長と工程・安全管理等綿密な連絡を行い、安全・円滑・的確な施工に努めること。

４．安全対策関係
　①　　現場状況を十分把握し安全管理には十分注意・徹底すること。
　②　　修繕期間中、必要に応じ作業表示板、安全施設等を設置して、作業事故の防止に努めること。
　③　　事故が発生した場合は、速やかに岡山市へ報告すること。

５．施工に関する制約
　①　火葬炉は毎日（友引を除く）運転使用するため、施工にあたっては修繕炉数が制限される。
　②　事前に工事日程、時間、内容等について協議すること。
　③　場内で作業に関係ない言動等（大声等）慎むようにすること。
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章 　　項　　目 　　　　　　　　　　　　　　　仕　様　事　項

1 提出書類 １．契約関係書類
　　　　　（着手届け、完了届け等）
２．作業日報、作業写真、マニフェストの写し、使用承諾願、材料確認願 、その他監督員が必要としたもの。

1 使用材料 使用材料
渦流火導孔SK-36、耐火レンガ並型・SK-36、1400Dブロック180、モジュールセメント、コーティングセメント180、
ネオコートSL、エフタンプ16w
（上記の製品と同等以上の性能を有するもの）

※施工前に、市監督員による材料検収を行うこととする。監督員に材料搬入の連絡を事前に入れ立会を求めること。
また、材料使用後に、空缶、空袋検収を実施するため、廃棄せず残しておくこと。

2 2 施工 １．セラミックス貼り替え
　①解体

１）セラミックスは撤去する際、粉塵が飛散するため周辺、備品に粉塵がかからないように養生すること。
２）撤去した材料から、粉塵を生成、飛散させないため、踏みつけないようにし、速やかに場外へ搬出すること。
３）セラミックス撤去時に下地の耐火ﾚﾝｶﾞ等の空隙等損傷箇所を発見した場合は、ｾﾒﾝﾄ等により埋めること。

　②施工
１）渦流火導孔は一段ごとに下面に接着剤であるモジュールセメントを平らに塗布し、水平器を使用しながら
　　レベルに積み上げる。
２）セラミックスは圧着させて施工するため、必要に応じ、型枠等で固定すること。
３）セラミックスは片面に接着剤であるコーティングセメント180をコテによりよくすり込むように塗布し、隣
    接するセラミックスに隙間の生じないようにしながら圧着する。
４）施工後、角材等で表面をよく炉壁側へ押しつける。
５）目地はすべてエフタンプ16wにて行う。
６）全てのセラミックス施工後、ネオコートＳＬを表面を薄く均一に塗布する。
７）施工範囲箇所以外の壁面に部分的な剥がれや脱落が見受けられた際は、事前に監督員にその旨を報告し、
　　部分補修を施すこと。
８）施工後、半年以内にセラミックスが脱落した場合は、受注者の責任において、速やかに復旧すること。
９）セラミックス等貼り替え後、本稼働前に乾燥養生を行うこと。
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章 　　項　　目 　　　　　　　　　　　　　　　仕　様　事　項
・据付及び養生　・・・
　　　　　　　　　　

産業廃棄物関係 ・施工時に発生する産業廃棄物は適正に処分すること。

3

・設計の仕様ならびに仕様書等に疑義が生じたときは監督員と別途協議するものとする。
その他

・セラミック一層目補修時、二層目の補修も必要になりそうであれば、監督員と協議すること。

　火葬炉及び炉前ホール等に損傷を与えないよう注意して行い，また，落下等による人
身災害のないよう注意して行うこと。取付後，炉のバーナーによる乾燥焚き（摂氏200
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